
(57)【要約】

【課題】水溜槽の底部に取り付けられた排水弁をモータ

駆動で開閉する洗濯機において、排水弁の開閉異常に確

実に対処して信頼性を向上させる。

【解決手段】制御回路１０からのモータ回転信号Ｓ１を

受けてモータ２の回転軸２ａを回転させるモータ駆動回

路８を設け、排水弁の全開状態および閉状態を検知して

回転完了信号Ｓ４を出力する検知回路９を設ける。回転

完了信号Ｓ４を受けてモータ停止信号Ｓ２を出力する機

能を制御回路１０に付加し、モータ停止信号Ｓ２を受け

てモータ２の回転軸２ａを停止させる機能をモータ駆動

回路８に付加する。モータ回転信号Ｓ１が出力されてか

ら所定の時間が経過しても回転完了信号Ｓ４が入力され

ない場合にモータ初期化信号Ｓ３を出力する機能を制御

回路１０に付加する。モータ初期化信号Ｓ３を受けてモ

ータ２を初期化してその回転軸２ａを初期位置に戻す機

能をモータ駆動回路８に付加する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
モ ー タ （ ２ ） の 回 転 軸 （ ２ ａ ） の 回 転 角 度 に 応 じ て 排 水 弁 （ １ ３ ） を 開 閉 す る 洗 濯 機 の 排
水 制 御 装 置 （ １ ） に お い て 、
モ ー タ 回 転 信 号 （ Ｓ １ ） を 出 力 す る 制 御 回 路 （ １ ０ ） を 有 し 、
こ の 制 御 回 路 か ら の モ ー タ 回 転 信 号 を 受 け て 前 記 モ ー タ の 回 転 軸 を 回 転 さ せ る モ ー タ 駆 動
回 路 （ ８ ） を 設 け 、
前 記 モ ー タ の 回 転 軸 の 回 転 角 度 に 基 づ き 、 前 記 排 水 弁 の 全 開 状 態 お よ び 閉 状 態 を 検 知 し て
前 記 制 御 回 路 に 回 転 完 了 信 号 （ Ｓ ４ ） を 出 力 す る 検 知 回 路 （ ９ ） を 設 け 、
こ の 検 知 回 路 か ら の 回 転 完 了 信 号 を 受 け て 前 記 モ ー タ 駆 動 回 路 に モ ー タ 停 止 信 号 （ Ｓ ２ ）
を 出 力 す る 機 能 を 前 記 制 御 回 路 に 付 加 し 、
こ の 制 御 回 路 か ら の モ ー タ 停 止 信 号 を 受 け て 前 記 モ ー タ の 回 転 軸 を 停 止 さ せ る 機 能 を 前 記
モ ー タ 駆 動 回 路 に 付 加 し 、
モ ー タ 回 転 信 号 が 出 力 さ れ て か ら 所 定 の 時 間 （ Ｔ ） が 経 過 し て も 回 転 完 了 信 号 が 入 力 さ れ
な い 場 合 に 前 記 モ ー タ 駆 動 回 路 に モ ー タ 初 期 化 信 号 （ Ｓ ３ ） を 出 力 す る 機 能 を 前 記 制 御 回
路 に 付 加 し 、
こ の 制 御 回 路 か ら の モ ー タ 初 期 化 信 号 を 受 け て 前 記 モ ー タ を 初 期 化 し て そ の 回 転 軸 を 初 期
位 置 に 戻 す 機 能 を 前 記 モ ー タ 駆 動 回 路 に 付 加 し た こ と を 特 徴 と す る 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
周 縁 部 に 凸 部 （ ３ ａ ） が 形 成 さ れ た 円 形 カ ム （ ３ ） を 前 記 モ ー タ （ ２ ） の 回 転 軸 （ ２ ａ ）
に 装 着 し 、
一 対 の 接 片 （ ６ 、 ７ ） を 互 い に 接 離 自 在 に 支 持 し て 、 そ の 一 方 の 接 片 （ ７ ） を 前 記 円 形 カ
ム の 周 縁 部 に 当 接 さ せ 、
前 記 円 形 カ ム の 回 転 に 伴 う 前 記 一 対 の 接 片 の 接 離 に 基 づ い て 前 記 排 水 弁 （ １ ３ ） の 全 開 状
態 お よ び 閉 状 態 を 検 知 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 洗 濯 機 の 排 水 制
御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 水 溜 槽 の 底 部 に 取 り 付 け ら れ た 排 水 弁 を モ ー タ 駆 動 で 開 閉 す る 家 庭 用 ・ 業 務 用
の 全 自 動 洗 濯 機 な ど に 適 用 す る に 好 適 な 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ の 種 の 洗 濯 機 の 使 用 中 に お い て は 、 使 用 者 が 不 注 意 で 運 転 （ 洗 浄 運 転 、 す す ぎ 運 転 、 脱
水 運 転 ） を 切 り 換 え た り 、 誤 っ て 電 源 を 落 と し た り す る 場 合 が あ る ほ か 、 停 電 に よ っ て 電
源 が 落 ち る 場 合 も 考 え ら れ る 。 こ う し た 場 合 、 排 水 弁 を 駆 動 す る モ ー タ が 予 期 せ ぬ と こ ろ
で 停 止 し て 排 水 弁 に 開 閉 異 常 が 発 生 し 、 そ の 後 の 動 作 が 正 常 に 行 わ れ な く な る 危 険 性 が あ
る た め 、 何 ら か の 異 常 時 対 策 を 講 じ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 こ の 異 常 時 対 策 と し て は 、 中 立 リ ー フ と ２ つ の リ ー フ と を 備 え た ス イ ッ チ を 設 け て お
き 、 こ れ ら 中 立 リ ー フ 、 リ ー フ の 接 離 に 基 づ き 、 モ ー タ を 回 転 さ せ て 排 水 弁 の 開 閉 動 作 を
行 う 際 に 、 モ ー タ の 回 転 数 を で き る だ け 上 げ て 半 回 転 の 制 御 時 間 を 短 く す る こ と に よ り 、
排 水 弁 の 開 閉 状 態 が 異 常 と な る 確 率 を 減 ら そ う と す る 手 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ４ － ３ ６ ０ ４ ０ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 、 第 ２ 頁 右 欄 第 ３ ２ ～ ３ ５
行 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し 、 こ の 手 法 で は 次 の よ う な 不 都 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 １ に 、 半 回 転 の 制 御 時 間 を 短 く し て も 、 排 水 弁 が 開 閉 異 常 と な る 確 率 が 減 少 す る に 過 ぎ
ず 、 運 が 悪 け れ ば 排 水 弁 の 開 閉 異 常 に 対 処 で き な い 点 で 不 確 実 な 対 策 で あ る と 言 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ２ に 、 開 放 指 示 用 回 路 と 閉 成 指 示 用 回 路 と を 切 り 換 え る た び に 中 立 リ ー フ と ２ つ の リ ー
フ と が 一 時 的 に 接 触 す る よ う 慎 重 に 組 み 立 て な け れ ば な ら な い の で 、 い き お い 生 産 性 が 劣
り 、 歩 留 ま り も 低 下 す る 。 ま た 、 ２ つ の リ ー フ の 他 に 中 立 リ ー フ を も 必 要 と す る た め 部 品
点 数 が 多 く 、 コ ス ト が 高 騰 す る ば か り か 、 故 障 が 生 じ や す い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み 、 排 水 弁 の 開 閉 異 常 に 確 実 に 対 処 し て 信 頼 性 を 向 上 さ せ
る と と も に 、 生 産 性 と 歩 留 ま り を 高 め 、 コ ス ト を 抑 え 、 さ ら に 故 障 の 発 生 頻 度 を 減 ら す こ
と が 可 能 な 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
ま ず 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 は 、 モ ー タ （ ２ ） の 回 転 軸 （ ２ ａ ） の 回 転 角 度 に 応 じ て 排
水 弁 （ １ ３ ） を 開 閉 す る 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置 （ １ ） に お い て 、 モ ー タ 回 転 信 号 （ Ｓ １ ）
を 出 力 す る 制 御 回 路 （ １ ０ ） を 有 し 、 こ の 制 御 回 路 か ら の モ ー タ 回 転 信 号 を 受 け て 前 記 モ
ー タ の 回 転 軸 を 回 転 さ せ る モ ー タ 駆 動 回 路 （ ８ ） を 設 け 、 前 記 モ ー タ の 回 転 軸 の 回 転 角 度
に 基 づ き 、 前 記 排 水 弁 の 全 開 状 態 お よ び 閉 状 態 を 検 知 し て 前 記 制 御 回 路 に 回 転 完 了 信 号 （
Ｓ ４ ） を 出 力 す る 検 知 回 路 （ ９ ） を 設 け 、 こ の 検 知 回 路 か ら の 回 転 完 了 信 号 を 受 け て 前 記
モ ー タ 駆 動 回 路 に モ ー タ 停 止 信 号 （ Ｓ ２ ） を 出 力 す る 機 能 を 前 記 制 御 回 路 に 付 加 し 、 こ の
制 御 回 路 か ら の モ ー タ 停 止 信 号 を 受 け て 前 記 モ ー タ の 回 転 軸 を 停 止 さ せ る 機 能 を 前 記 モ ー
タ 駆 動 回 路 に 付 加 し 、 モ ー タ 回 転 信 号 が 出 力 さ れ て か ら 所 定 の 時 間 （ Ｔ ） が 経 過 し て も 回
転 完 了 信 号 が 入 力 さ れ な い 場 合 に 前 記 モ ー タ 駆 動 回 路 に モ ー タ 初 期 化 信 号 （ Ｓ ３ ） を 出 力
す る 機 能 を 前 記 制 御 回 路 に 付 加 し 、 こ の 制 御 回 路 か ら の モ ー タ 初 期 化 信 号 を 受 け て 前 記 モ
ー タ を 初 期 化 し て そ の 回 転 軸 を 初 期 位 置 に 戻 す 機 能 を 前 記 モ ー タ 駆 動 回 路 に 付 加 し て 構 成
さ れ る 。 こ こ で 、 モ ー タ の 代 表 例 と し て は ギ ヤ ー ド モ ー タ を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ う し た 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 洗 濯 機 の 使 用 中 に 使 用 者 が 不 注 意 で 運 転 を 切 り 換 え
た り し て 排 水 弁 に 開 閉 異 常 が 発 生 し て も 、 そ の 後 の 動 作 を 正 常 に 行 う こ と が で き 、 ま た 、
洗 濯 機 の 使 用 中 に 使 用 者 が 誤 っ て 電 源 を 落 と し た り 、 停 電 に よ っ て 電 源 が 落 ち た り し て も
、 排 水 弁 は 常 に 閉 状 態 か ら の 開 閉 動 作 が 保 証 さ れ る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 は 、 周 縁 部 に 凸 部 （ ３ ａ ） が 形 成 さ れ た 円 形 カ ム （ ３ ） を
前 記 モ ー タ （ ２ ） の 回 転 軸 （ ２ ａ ） に 装 着 し 、 一 対 の 接 片 （ ６ 、 ７ ） を 互 い に 接 離 自 在 に
支 持 し て 、 そ の 一 方 の 接 片 （ ７ ） を 前 記 円 形 カ ム の 周 縁 部 に 当 接 さ せ 、 前 記 円 形 カ ム の 回
転 に 伴 う 前 記 一 対 の 接 片 の 接 離 に 基 づ い て 前 記 排 水 弁 （ １ ３ ） の 全 開 状 態 お よ び 閉 状 態 を
検 知 す る よ う に し て 構 成 さ れ る 。 か か る 構 成 に よ り 、 排 水 弁 の 全 開 状 態 お よ び 閉 状 態 を 検
知 す る の に 一 対 の 接 片 の み で 足 り る た め 、 ２ つ の リ ー フ の 他 に 中 立 リ ー フ を も 必 要 と す る
従 来 の 排 水 制 御 装 置 と 比 べ て 部 品 点 数 が 少 な く て 済 む よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は そ の
正 面 図 、 （ ｂ ） は そ の 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は そ の 底 面 図 、
図 ２ は Ｏ Ｆ Ｆ 信 号 と Ｏ Ｎ 信 号 の 入 力 状 態 を 示 す チ ャ ー ト 図 、
図 ３ は 円 形 カ ム の 動 き を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 初 期 位 置 の 状 態 図 、 （ ｂ ） は 半 回 転 時
（ １ ８ ０ ° ） の 状 態 図 、 （ ｃ ） は １ 回 転 時 （ ３ ６ ０ ° ） の 状 態 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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こ の 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ を 有 し て お り 、 ギ
ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ に は 円 形 カ ム ３ が 装 着 さ れ て い る 。 円 形 カ ム ３ の 周 縁 部 に は
、 そ の 半 周 （ １ ８ ０ ° ） に わ た っ て 凸 部 ３ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 円 形 カ ム ３ の 上 側 に は 一
対 の 接 片 ６ 、 ７ が 互 い に 接 離 自 在 に 配 設 さ れ て い る 。 こ こ で 、 上 側 の 接 片 ６ は 中 空 で 支 持
さ れ て お り 、 下 側 の 接 片 ７ は 円 形 カ ム ３ の 周 縁 部 に 当 接 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 接 片
６ 、 ７ に は 検 知 回 路 ９ が 接 続 さ れ て お り 、 検 知 回 路 ９ に は 制 御 回 路 １ ０ が 接 続 さ れ て い る
。 さ ら に 、 制 御 回 路 １ ０ に は モ ー タ 駆 動 回 路 ８ が 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 制 御 回 路 １ ０ に
は タ イ マ ー １ ０ ａ が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ に は プ ー リ ー ５ が 装 着 さ れ て お り 、 プ ー リ ー ５ に は
ピ ン １ ２ が ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ か ら 偏 心 し て 突 設 さ れ て い る 。 ピ ン １ ２ の 上 方
に は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 水 溜 槽 １ １ の 底 部 に 取 り 付 け ら れ た 排 水 弁 １ ３ が 位 置 し
て お り 、 排 水 弁 １ ３ は 弁 座 １ ４ お よ び 弁 体 １ ５ を 備 え て い る 。 す な わ ち 、 水 溜 槽 １ １ の 底
部 に は 弁 座 １ ４ が 固 着 さ れ て お り 、 弁 座 １ ４ の 下 方 に は 弁 体 １ ５ が そ の 昇 降 動 作 に よ っ て
弁 座 １ ４ に 接 離 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 弁 体 １ ５ は ワ イ ヤ １ ６ を 介 し て ピ ン
１ ２ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置 １ は 以 上 の よ う な 構 成 を 有 す る の で 、 水 溜 槽 １ １ 内 の 水 を そ の 底 部
か ら 排 出 す る と き の 動 作 は 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ が 初 期 位 置 （ 回 転 角 度 が
０ ° の 位 置 ） に あ る 状 態 で 、 制 御 回 路 １ ０ は モ ー タ 駆 動 回 路 ８ に モ ー タ 回 転 信 号 Ｓ １ を 出
力 し 、 モ ー タ 駆 動 回 路 ８ は ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ に 通 電 を 開 始 す る 。 す る と 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ
２ の 回 転 軸 ２ ａ は 初 期 位 置 か ら 反 時 計 方 向 （ 矢 印 Ｍ 方 向 ） に 所 定 の 回 転 数 （ 例 え ば 、 ５ ｒ
ｐ ｍ 、 ６ ｒ ｐ ｍ な ど ） で 回 転 し 始 め る 。 そ の 結 果 、 プ ー リ ー ５ が ピ ン １ ２ と と も に 同 方 向
に 回 転 し 、 こ の ピ ン １ ２ に 引 っ 張 ら れ る 形 で 弁 体 １ ５ が 弁 座 １ ４ か ら 離 れ る た め 、 排 水 弁
１ ３ が 開 き 始 め て 水 溜 槽 １ １ 内 の 水 が 排 出 さ れ る 。 な お 、 こ の と き 円 形 カ ム ３ も 同 方 向 に
回 転 し 始 め る が 、 一 対 の 接 片 ６ 、 ７ は 開 い た 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ が １ ８ ０ ° 回 転 し て 半 回 転 位 置 （ 回 転 角 度 が １ ８
０ ° の 位 置 ） に 位 置 決 め さ れ る と 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 弁 体 １ ５ を 引 っ 張 り 下 げ て
い る ピ ン １ ２ が 下 死 点 に 達 す る の で 、 排 水 弁 １ ３ は 全 開 状 態 と な る 。 そ れ と 同 時 に 、 下 側
の 接 片 ７ が 円 形 カ ム ３ の 凸 部 ３ ａ に 押 し 上 げ ら れ 、 上 側 の 接 片 ６ に 接 触 し て 短 絡 す る た め
、 図 ２ に 示 す よ う に 、 検 知 回 路 ９ に Ｏ Ｆ Ｆ 信 号 が 入 力 さ れ 、 検 知 回 路 ９ か ら 制 御 回 路 １ ０
に 回 転 完 了 信 号 Ｓ ４ が 入 力 さ れ る 。 こ れ を 受 け て 制 御 回 路 １ ０ は モ ー タ 駆 動 回 路 ８ に モ ー
タ 停 止 信 号 Ｓ ２ を 出 力 し 、 モ ー タ 駆 動 回 路 ８ は ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ へ の 通 電 を 遮 断 す る 。 す
る と 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ が そ の 回 転 を 停 止 す る の で 、 排 水 弁 １ ３ は 全 開 状 態
を 維 持 す る こ と と な り 、 排 水 動 作 は そ の ま ま 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の と き 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ が 初 期 位 置 か ら 半 回 転 位 置 ま で １ ８ ０ ° 回 転 す
る 途 中 で 、 使 用 者 が 不 注 意 で 運 転 を 切 り 換 え た り し て 排 水 弁 １ ３ に 開 閉 異 常 が 発 生 す る 場
合 が あ り う る の で 、 こ れ に 対 処 す べ く 、 制 御 回 路 １ ０ は モ ー タ 回 転 信 号 Ｓ １ を 出 力 し て か
ら の 経 過 時 間 を タ イ マ ー １ ０ ａ で カ ウ ン ト し 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 正 常 時 の 半 回 転 時 間 ｔ
に 少 し 調 整 時 間 α を 加 え た 所 定 の 時 間 Ｔ （ ＝ ｔ ＋ α ） が 経 過 す る ま で に 回 転 完 了 信 号 Ｓ ４
が 入 力 さ れ る か 否 か を 監 視 し て い る 。 例 え ば 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 数 が ５ ｒ ｐ ｍ で あ
る 場 合 、 半 回 転 時 間 ｔ は ６ 秒 と な る の で 、 調 整 時 間 α を １ 秒 と す れ ば 、 所 定 の 時 間 Ｔ は ７
秒 と な る 。 ま た 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 数 が ６ ｒ ｐ ｍ で あ る 場 合 、 半 回 転 時 間 ｔ は ５ 秒
と な る の で 、 調 整 時 間 α を １ 秒 と す れ ば 、 所 定 の 時 間 Ｔ は ６ 秒 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 モ ー タ 回 転 信 号 Ｓ １ を 出 力 し て か ら 所 定 の 時 間 Ｔ が 経 過 す る ま で に 回 転 完 了 信 号
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Ｓ ４ が 入 力 さ れ れ ば 、 制 御 回 路 １ ０ は 、 円 形 カ ム ３ が 正 常 に 回 転 し 、 排 水 弁 １ ３ が 通 常 ど
お り 動 作 し て い る と 判 断 す る 。 逆 に 、 モ ー タ 回 転 信 号 Ｓ １ を 出 力 し て か ら 所 定 の 時 間 Ｔ が
経 過 し て も 回 転 完 了 信 号 Ｓ ４ が 入 力 さ れ な い 場 合 、 制 御 回 路 １ ０ は 、 何 ら か の 異 常 に よ っ
て 円 形 カ ム ３ の 回 転 が 途 中 で 止 ま り 、 排 水 弁 １ ３ が 中 途 半 端 な 開 閉 状 態 と な っ て い る 恐 れ
が あ る と 判 断 し 、 モ ー タ 駆 動 回 路 ８ に モ ー タ 初 期 化 信 号 Ｓ ３ を 出 力 す る 。 こ れ を 受 け て モ
ー タ 駆 動 回 路 ８ は ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ を 初 期 化 （ イ ニ シ ャ ラ イ ズ ） し て そ の 回 転 軸 ２ ａ を 初
期 位 置 に 戻 す 。 こ れ に よ り 、 た と え 排 水 弁 １ ３ に 開 閉 異 常 が 発 生 し て も 、 そ の 後 の 動 作 を
正 常 に 行 う こ と が 可 能 と な る の で 、 排 水 弁 １ ３ と し て の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ う し て 水 溜 槽 １ １ 内 の 水 の 排 出 動 作 が 終 了 し た 時 点 で 、 制 御 回 路 １ ０ は 再 び モ ー タ 駆 動
回 路 ８ に モ ー タ 回 転 信 号 Ｓ １ を 出 力 し 、 モ ー タ 駆 動 回 路 ８ は ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ に 通 電 を 開
始 す る 。 す る と 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ は 半 回 転 位 置 か ら 反 時 計 方 向 （ 矢 印 Ｍ 方
向 ） に 所 定 の 回 転 数 （ 例 え ば 、 ５ ｒ ｐ ｍ 、 ６ ｒ ｐ ｍ な ど ） で 再 回 転 し 始 め る 。 そ の 結 果 、
プ ー リ ー ５ が ピ ン １ ２ と と も に 同 方 向 に 回 転 し て 弁 体 １ ５ が 弁 座 １ ４ に 近 付 く た め 、 排 水
弁 １ ３ が 閉 ま り 始 め る と 同 時 に 、 円 形 カ ム ３ が 同 方 向 に 回 転 し 始 め る が 、 一 対 の 接 片 ６ 、
７ は 閉 じ た 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ が ３ ６ ０ ° 回 転 し て 初 期 位 置 に 戻 る と 、 図 ３ （ ｃ
） に 示 す よ う に 、 ピ ン １ ２ が 上 死 点 に 達 す る の で 、 排 水 弁 １ ３ は 閉 状 態 と な る 。 そ れ と 同
時 に 、 そ れ ま で 上 側 の 接 片 ６ に 接 触 し て い た 下 側 の 接 片 ７ が そ の 弾 性 力 に よ っ て 上 側 の 接
片 ６ か ら 離 反 す る た め 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 検 知 回 路 ９ に Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ 、 検 知 回 路
９ か ら 制 御 回 路 １ ０ に 回 転 完 了 信 号 Ｓ ４ が 入 力 さ れ る 。 こ れ を 受 け て 制 御 回 路 １ ０ は モ ー
タ 駆 動 回 路 ８ に モ ー タ 停 止 信 号 Ｓ ２ を 出 力 し 、 モ ー タ 駆 動 回 路 ８ は ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ へ の
通 電 を 遮 断 す る 。 す る と 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ が そ の 回 転 を 停 止 す る の で 、 排
水 弁 １ ３ は 閉 状 態 を 維 持 す る こ と と な り 、 水 溜 槽 １ １ 内 に 新 た に 給 水 し て 洗 浄 運 転 、 す す
ぎ 運 転 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の と き も 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 回 転 軸 ２ ａ が 半 回 転 位 置 か ら 初 期 位 置 ま で １ ８ ０ ° 回 転
す る 途 中 で 、 使 用 者 が 不 注 意 で 運 転 を 切 り 換 え た り し て 排 水 弁 １ ３ に 開 閉 異 常 が 発 生 す る
場 合 が あ り う る の で 、 こ れ に 対 処 す べ く 、 制 御 回 路 １ ０ は モ ー タ 回 転 信 号 Ｓ １ を 出 力 し て
か ら の 経 過 時 間 を タ イ マ ー １ ０ ａ で カ ウ ン ト し 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ の 正 常 時 の 半 回 転 時 間
ｔ に 少 し 調 整 時 間 α を 加 え た 所 定 の 時 間 Ｔ （ ＝ ｔ ＋ α ） が 経 過 す る ま で に 回 転 完 了 信 号 Ｓ
４ が 入 力 さ れ る か 否 か を 監 視 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 モ ー タ 回 転 信 号 Ｓ １ を 出 力 し て か ら 所 定 の 時 間 Ｔ が 経 過 す る ま で に 回 転 完 了 信 号
Ｓ ４ が 入 力 さ れ れ ば 、 制 御 回 路 １ ０ は 、 円 形 カ ム ３ が 正 常 に 回 転 し 、 排 水 弁 １ ３ が 通 常 ど
お り 動 作 し て い る と 判 断 す る 。 逆 に 、 モ ー タ 回 転 信 号 Ｓ １ を 出 力 し て か ら 所 定 の 時 間 Ｔ が
経 過 し て も 回 転 完 了 信 号 Ｓ ４ が 入 力 さ れ な い 場 合 、 制 御 回 路 １ ０ は 、 何 ら か の 異 常 に よ っ
て 円 形 カ ム ３ の 回 転 が 途 中 で 止 ま り 、 排 水 弁 １ ３ が 中 途 半 端 な 開 閉 状 態 と な っ て い る 恐 れ
が あ る と 判 断 し 、 モ ー タ 駆 動 回 路 ８ に モ ー タ 初 期 化 信 号 Ｓ ３ を 出 力 す る 。 こ れ を 受 け て モ
ー タ 駆 動 回 路 ８ は ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ を 初 期 化 （ イ ニ シ ャ ラ イ ズ ） し て そ の 回 転 軸 ２ ａ を 初
期 位 置 に 戻 す 。 こ れ に よ り 、 た と え 排 水 弁 １ ３ に 開 閉 異 常 が 発 生 し て も 、 そ の 後 の 動 作 を
正 常 に 行 う こ と が 可 能 と な る の で 、 排 水 弁 １ ３ と し て の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 洗 濯 機 の 使 用 中 に 使 用 者 が 誤 っ て 電 源 を 落 と し た り 、 停 電 に よ っ て 電 源 が 落 ち た り
し た 場 合 は 、 通 電 開 始 直 後 に 制 御 回 路 １ ０ は モ ー タ 駆 動 回 路 ８ に モ ー タ 初 期 化 信 号 Ｓ ３ を
出 力 す る 。 こ れ を 受 け て モ ー タ 駆 動 回 路 ８ は ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ を 初 期 化 し て そ の 回 転 軸 ２
ａ を 初 期 位 置 に 戻 す 。 す る と 、 排 水 弁 １ ３ は 常 に 閉 状 態 か ら の 開 閉 動 作 が 保 証 さ れ る こ と
に な る の で 、 排 水 弁 １ ３ の 開 閉 異 常 に 確 実 に 対 処 し て 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ を 用 い た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、
ギ ヤ ー ド モ ー タ ２ 以 外 の モ ー タ （ 例 え ば 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ） を 代 用 す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 洗 濯 機 の 使 用 中 に 使 用 者 が 不 注
意 で 運 転 を 切 り 換 え た り し て 排 水 弁 に 開 閉 異 常 が 発 生 し て も 、 そ の 後 の 動 作 を 正 常 に 行 う
こ と が で き 、 ま た 、 洗 濯 機 の 使 用 中 に 使 用 者 が 誤 っ て 電 源 を 落 と し た り 、 停 電 に よ っ て 電
源 が 落 ち た り し て も 、 排 水 弁 は 常 に 閉 状 態 か ら の 開 閉 動 作 が 保 証 さ れ る こ と か ら 、 排 水 弁
の 開 閉 異 常 に 確 実 に 対 処 し て 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置 を 提
供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 排 水 弁 の 全 開 状 態 お よ び 閉 状 態 を 検 知 す る の に
一 対 の 接 片 の み で 足 り る た め 、 ２ つ の リ ー フ の 他 に 中 立 リ ー フ を も 必 要 と す る 従 来 の 排 水
制 御 装 置 と 比 べ て 部 品 点 数 が 少 な く て 済 む こ と か ら 、 生 産 性 と 歩 留 ま り を 高 め 、 コ ス ト を
抑 え 、 さ ら に 故 障 の 発 生 頻 度 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は そ
の 正 面 図 、 （ ｂ ） は そ の 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は そ の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｏ Ｆ Ｆ 信 号 と Ｏ Ｎ 信 号 の 入 力 状 態 を 示 す チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 円 形 カ ム の 動 き を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 初 期 位 置 の 状 態 図 、 （ ｂ ） は 半 回 転
時 （ １ ８ ０ ° ） の 状 態 図 、 （ ｃ ） は １ 回 転 時 （ ３ ６ ０ ° ） の 状 態 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … … 洗 濯 機 の 排 水 制 御 装 置
２ … … ギ ヤ ー ド モ ー タ （ モ ー タ ）
２ ａ … … 回 転 軸
３ … … 円 形 カ ム
３ ａ … … 凸 部
６ 、 ７ … … 接 片
８ … … モ ー タ 駆 動 回 路
９ … … 検 知 回 路
１ ０ … … 制 御 回 路
１ ３ … … 排 水 弁
Ｓ １ … … モ ー タ 回 転 信 号
Ｓ ２ … … モ ー タ 停 止 信 号
Ｓ ３ … … モ ー タ 初 期 化 信 号
Ｓ ４ … … 回 転 完 了 信 号
Ｔ … … 所 定 の 時 間
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